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序 (Preface)

昭和 15年，福岡で日本植物学会が開かれた時，舘脇は故中井猛之進博士， 若き日の

前川丈夫，木村陽二郎のさ氏と共に高隈山，稲生岳を探ったことがある。その頃北方原生

林の景観に心を奪われていた舘脇は，この南の国の暖帯林の複雑さに一驚したものである。

今般屋久島研究の帰途を利用して舘脇は三角と共に，気入，鹿屋営林署管内高山国有林，

志布志枇榔島，内之浦火崎，都井岬，串間営林署管内美萱，青島，霧島山などを研究する

機会を持ったので，その一端をここに記しておく。

本報を草するに際し，種々調査上の便宜を与えられた熊本営林局前経営部長中川久美

雄氏，鹿屋，内之浦，串間各営林署各位，楳本鑑定に助力された鹿児島大学教授初島信彦

氏，援助を与えられた鹿児島大学水産学部長山本清内氏，服部研究所々畏服部新佐氏，最

後に本報を出刊するに当り御配慮を与えられた北大演習林長大沢正之氏に深厚なる感謝を

捧げる。

1967年1月 舘 脇 操

研究 日 程

11月11日 気入メヒノレギ純叢 (1) 

11月13日 鹿児島より高山

11月14日 高山国有林 イスノキ林 (2) 

11月15日 志布志枇榔島 ピロヲ林 (3) 

11月16日 内之浦火崎 ソテツ林 (4) 

11月17日 都 井 岬 ソテツ林 (5) 

11月18日 真 萱 クスノキ林 (6) 

11月19日 青 島 ビロヲ林 (7) 

11月20日 霧島山 モミ，ツガ林 (8) 

以上の日程により気入と枇榔島，火崎，都井I~甲，青島では沿岸地帯の亜熱帯植生を，

高山，真萱では常緑広葉樹林を，そして霧島山では内陸のモミ，ツガ林群落を研究した。

各調査点，帯状区の位置は第1図のとおりである。各調査区の林床植物はその被度および

頻度について帯状区を5m毎の方形区に切って読んだ。そしてこれを各林床植物一覧表と

して， Beltの CoverageValueおよび Frequencyと共に記した。 この場合被度(+)は

Coverage Valueの計算には加えない。これはむしろ質的なものとして取扱わるべきもの

と思孔 〔舘脇・辻井:日本森林植生図譜[1]同意義〕

• 
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1. 鹿児島湾喜入の

メヒルギ林:(第2図)

喜入のメヒノレギ林は大正10年3月

3日，わが国における熱帯性植物自生地

最北限として，天然記念物に指定された

ものである。 これについて中里子治房博

士 3の説明を借りれば“メヒノレギの産地

の北限たる吾鹿児島県の産地の如き更に

保存の意義を生ずるなり。"としてその

意義を強調し，県下の諸産地について言

及した後，“米倉川河岸の産地は3個の産

地中最多数のメヒノレギを産し，且つ益々

繁殖の兆らり。又3個産地中最広く之を

保護するに最適当の地なると思惟す。"

として保存地指定の理由を述べている。

また当時の状態について“潟の西岸

に沿ひ，其の距離約3了に豆り繁殖せに

米倉川の左岸に相当する部分に殊に多

く，全数にて大木のみにて数百本に達す

べく，小木を合する時は千余を算うべし。

潟の岸は温泌氏る地にて，高潮には海水

の浸す所となるは勿論なり。メヒノレギは

i草木ノ、マボク及びヨ1/，サンカクイ1/

オクグ等と混生し，茎のド部より支根を

発出し異観を呈せり。メヒノレギ発育の状

第1園調査地点位置図

Fig. 1. Surveyed places 

第2図気入調査地

Fig. 2. Kiire (1/50倒的

態可良にして芽生又多く益々繁殖の兆あり。"と述べている。

151 

・ さらにその起源に関しては“一説に依れば，慶長14年春， 島津家久琉球征伐の瑚喜

入の領主肝付氏軍に従い帰陣の折，メヒノレギの奇なるを珍とし持帰り移植せるに初まれり

と云う。 これらの伝説を総合すると，兎に角メヒノレギが他地方より喜入に移植せられたる

は掩う可からざる事実なるが如し。"と説いている。

またこれについては牧野富太郎博士のも“薩州喜入のメヒルギは田代安定君の発見"と

1) 中野治房: 喜入村の琉球鋒，天然念物調査報告植物之部 1.78-84 (1939) 
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題して博物雑誌より田代安定氏の言を引き，“明治9年季夏帰省して一日給泰一在薩州給泰

郡一海浜を過ぐ。時に一種の珍木を発見す。方言「タカツクJ又「キレイツク」と云う。此

辺凡そ 3，4里の間，波際川側等，満面藷蒋として林を為す。 又能く淡輔水中に生長す

と記し， またその由来については“余近日給葬郷の士某に就いて「タカツク」の由来を質

問せしに，其の答に臼く， 二百余年前旧領主肝付氏外国(琉球征討より凱旋の時か)より

此子を携え来り近傍の海辺に投ぜしが， 以後漸々繁殖して今時の観を為すに至れり。 然れ

ども其の説模糊として確証し難しと， 於是余が疑団初めて氷解し果して臆説と暗合せり。"

なる言を引いて説明している。

本研究においては第2図に示した天然記念物の保存指定を受けている地点において帯

状区調査を行なった。

帯航区の設定

ll. a]得蹴区 (10x 0.4) m2 メ包JJ..ギ林
傾斜 O。 方位 2500

本帯状区は天然記念物メヒノレギ群落の中央において群落の長軸と直角にー断面をとっ

たものである。 ただし帯状区外ではあるが 7.10mでは樹高1.5m， 直径6cm，根本直径

8cmのものがあったので，例外的に作図上1本入れておいた。 また4.80-10m聞には

0.5cmぐらいの稚首が見られた。

林木配置図および樹冠投影図(便宜上，円で表わした)を図示すれば第3図， 樹高階

別と直径階別および根本の直径階別を表示すれば第1表，第2表，第3表の如くである。

次表から判るように，本群落のメヒノレギは樹高1.5-2mのものが最も多く，帯状区内

では樹高 1m以上のものの 70，%を占め， 胸高直径は1.5-3.5cmのものが多く， 特に1.5

-3cmのものが最も多い。 この群落の特徴としては，純度の高いところはどこもここもメ

ゐ樹;'JXJ.ゅ丸刈l必刷h.J/ 

L市川市川川非常

第3閲 [1. a]帯状区 メヒノレギ林

Fig. 3. [1. a] Belt-trans巴ctin K，α司deγωCαndelfore3t 

2) 牧野富太郎: 薩州喜入のメヒノレギは田代安定君の発見.植物研究雑誌 5.278-279 (1928) 

唱3

• 
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第 1表 [1. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 1. Number of trees in伺 chheight grade in [1. a] belt-transect 

Height 樹高 (m) 1;0 1;2 1;3 1;4 1;5 1;6 1;7 1;8 1;9 2;0 Total 

Species 樹種 1.1 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 計

Kα冗deliaCα:ndel ;1ヒノレギ 8 1 8 2 7 6 5 2 6 2 37 

第2表 [1. a]帯状区直径階別本数配分表

Table 2. Number of trees in each diameter grade in [1. a] belt-transect 

Diameter 直径 (cm) 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 5 6 TotaI 
計‘a Species 樹種 1.5 2 2.5 8 3.5 4 4.5 5.5 6.5 

Kαndeli，αCαndel ;1ヒ Jレギ 1 10 6 9 5 1 8 1 1 37 

第3署長 [1. a1帯状区根本直径階別本数配分表

Table 3. Number of trees in each base diameter grade in [1. a] belt咽transect
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1 7 684  3 1 222  1 37 

2. 鹿屋営林署高山国

有林のイス林(第4図)

令

大隅半島のイス林は，古くからよく

知られ，内之浦，大根占，鹿屋各営林署

がその所在地として有名である。この方

面の研究としては先には熊本営林局円

ま?と近時鈴木時夫氏つの研究がある。 こ

こでは鹿屋の西方にある高山国有林をえ

らぴ， ことに三股伐木事業所(第4図二

股)に近いところで，内之浦宮林署との管

境に近い 36林班「い」小班のイスノキ林

をえらんだ。 昭和24年度検定の森林調

査簿表による林況を示すと第4表となる

1) 熊本営林局: 管内国有林天然林植生調
査の概要. 1. (南隅半島の植昼)11
(1937) 

2) 鈴木時夫: 大隅半島の暖帯林植生.東
大演習林報告 41.57-73 (1951). 

‘ 

第4図高山調査地

Fig. 4. Koyama (1/50.000) 
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第4表高山国有林森林調査祭表

鹿屋営林署鹿屋経営区 昭和24年度検訂同26年度より実行
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帯献区の設定

この附近は前年の風倒の被害をかなり受けているが，比較的その影響少なし大径木

に富み，林内も大体整正な地点をえらび 2帯状区 [2.a] [2. b]を設定した。帯状区 [2.aJで

大綱をつかみ， [2. b]では時間の許す限り，精密に群落を解析した。

。

• 
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[2. a]帯献区 (60xl0)m2 イスノキ-~サカキー

ホソバカナワラビ基群叢

斜傾190 方位3200 高度520m

1出

本帯状区における胸高直径 10cm以上の木本の林木配置図および樹冠投影図を示せば

第5図，樹高階別と胸高階別の本数を表示すれば第5表，第6表，第2層の本数および被

度，第3層の樹高別本数表， 林床植物一覧表を示せば第7表，第8表，第9表，第10表

である。ただし，測定上，本帯状区と次の帯状区は小喬木層濯木層を用いず，大体樹高7-

2mを第2層，樹高2m以下を第3層とした。そして真の階層については項末に述べ?と。

第 5図 [2. a]帯状区 イスノキー己サカキーホソパカナワラビ基群叢

Fig. 5. Belt-transect in Di.qtyliumγαcem08u叩・EU1'Yα

3・αponicα-R句作ωhrααristαtαSoc.
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第5表 白.a]帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [2. a] belt-transect Table 5. 
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第6表 [2. b]帯状区胸高直径階別本数配分表

Number of trees in each diameter grade in [2..a] belt-transect 

10121416183030343638424854596672卸 96102To七al
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 言十
UMMmm~~M38~"OOM~~U~OO~ 

Table 6. 

Breast-height diameter 
胸高直径(巴m)

DiBtyl似押trαcem08um イスノキ
Castα押Op8I8CU8pi.dαtαvar. 

Sieboldii スダジイ
Q叫eγ('U88αlici'明α ウラジロガ「シ

Act伽odaphnelo叫qifol似パリパリノキ

Machü包~8 }αponicα アオガシ

Pαsα司fα eduli8 "'1テパシイ

Mαchil包~8 Thuπbeγgii タブノキ

Cα問的αjα'pon伽ヤブツバキ

Symploc08 lucidα クロキ

Cleyera}日ponwα サカキ

It(icium veligω8um シキミ
C伽nαηωmumj'αponicum ヤブニクケイ

Vibuγnum Awαbuki サンゴジュ
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第7表 [2. a]帯状区第2層樹高階別本数表

Table 7. Number of the ligneous plants in each height 

grade in the 2 nd layer in (2. a] belt-transe巴t
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第8表 白.a]帯状区第2層被度表

Cover degree and frequency of the lign伺 usplants 
in 2 nd layer in [2. a] belt-transect 
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第 10表 白.a]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of位leplants in the 
自001'layer in胆.a] belt-transect 
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[2. b]帯棋区 (25x5) m宮

イスノキ一己サカキ-*ソパカナワラビ基群叢

傾斜 0。方位 240

Vイの巨木のある地点、をよぎり，イス，これと重複し，ロ• a]帯状区の上部において，

本帯状区を設定した。尾根を横断して，

• 
ー，

本帯状区の林木配置図および樹冠投影図を示せばm6図，樹高階別と胸高階別の本数

第6図 但.吋帯状区 イスノキーヒサカキーホソパカナワラビ基群叢

Fig. 6. [2. b] Belt-transect in Distylium rαcemo8um-Euryα 
jαponicα-R叫骨whrααγistαtaSoc. 
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また第2層の木本の樹高別本数表，第2層の木本の被度，を表示すれば第11表，第12表，

第16表で第3層の樹高別本数表，林床植物一覧表を示せば第 13表，第 14表，第 15表，

ある。

第11表 [2. b]帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [2. b] be!t司transectTable 11. 
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第12表 白.b]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 12.Number of trees in e，ach diameter grade in [2. b] be!t-transect 

Breast-height diameter 12 18 22 36 44 48 56 62 8ο102108196 
胸高直径 {c叫 I I 

Species 樹種 14 20 24 38 46 50 58 64回 104110198
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第13表 [2. b]帯状区第2層樹高別本数表

Number of the ligneous plants in each height grade 
in the 2 nd layer in [2. b] belt-transect 

2 3 4 5 6 7 

Species 樹種 34567  8 

Eurν明 japonica ヒサカキ 3 5 7 4 1 1 21 

Neolitseααciculαta イヌガシ 321  ・ 1 ・ 7 
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12 1 1 1 1 1 

4ラ

Table 13. 
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第15表 ロ.b]帯状区第s層樹高別本数表
Number of the ligneous plants in the 3rd layer 
in [2. b] belt-transect 
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第14ヨ長 官.b]帯状区第2層被度表

Table 14. Cover degrre and frequency of the ligneous plants 
in the 2nd layer in [2. b] belt-transect 
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第16表 伊.b]帯状区林床植物一覧表

Table 16. Cover degr唱eand frequency of the plants 

in the floor layer in [2. b] belt-transect 
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Species 植物名

QueγCU8 salicina ウラジロガシ

且fαchil旬8jap~nica アオガシ

Actinodαph仰elongifoliα ノ〈リパリノキ
Distyli叫mracemo刷刑イスノキ

Neolit8eααc必ulatα イヌガシ

f司加αn似 edulis ?テパシイ

白書官a.nop8お cU8pidatavar. 
Siebゅldii スダジイ

QuercU8ωutα アカガシ E 

十
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十

125 ]J[ 
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十

DamnαcαnthU8伽dicU8 アリドウシ

CaηwUia品 qαηquα サザンクワ

M仰sαjα~ponicα イズセンリョウ

Chloranth旬sglaber センリョウ

十-

十

十

875 

562 
E

E

E

 

2

2
十

2 

1 

Runωhraαristαtα ホソパカナワラピ

α抑制'88ubglandulosa カツモウイノデ
Diplaz似怖 1αnceum ヘラシダ

.， 

E 十ツJレグミElaeag仰 sglabra .. 
第第5表，以上の資料よりこの帯状区にいかなる階層が存在するかを考察してみる。

11 表を検すれば約 15~17m を境としてこれより上方への明らかな乞喬木層の分離を認め

そして各樹種もまた明らかにこの境界より上または下に属し， 上下にまることができる。

クラ

15-17 

たがり平均に分布するものは見られない。喬木層に見られる樹種としてはイスノキ，

なかでもイスノキは優勢である。パリパリノキなどがあり，イタジイ，ジロガi/.
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本数より見るに約10mをm以下の階層についてはあまり明瞭な層階構成は認められず，

この中心とする一群が認められるようであるが(第5表)，明瞭な優占穫は認められない。

サカキなどである。次いでこの下の層を見るに，注意を惹くの高さに多いのはアオガν，

はヒサカキの多い層が存在することである。第7表，第 13表よりすればこの高さは約2-

このヒサカキの被度の高い事はほぼ同じ高さを扱った第8表，第 14表にも5mである。

イヌガγなどのカ ν類およびvワラジロガV，またこの層にはアカガV，示されている。

キミもかなり多い事が認められる。更にこの下の層に対しては，階層はあまり明らかでな

アオガνなど(第9表，いが，木本が非常に多く，特にクラジロガν，イヌガν，イスノキ，

また重要な位置も占第 15表)喬木類の稚樹が多い。草本類はこの地点では量も少ないし，

カツモク第 10表，第 16表より見るにホソパカナワラビはかなりに多く，めていないが，

イノデがこれに次いでいる。

以上を総合するに明瞭に認められるのは喬不階におけるイスノキの優占，2-5mの高さ

これよりとの帯状区をイスノキーヒサカキ群叢とする。におけるヒサカキの優占であり，

Biro Island， Shibushi 志布志ビロウ島η め3. 

志布志枇榔島の森林伐大正7年魚付保安林に編入，次

いで大正 12年3月内務省告示第57号により全島天然記念

向島に関しては既に優れた報告1)ーのがあ物指定を受けた。

岡現次郎氏の報文は最も詳細を極めている。り，

地質は第三紀層に 。
周囲は約3.2km中部が最も高く，標高83m.。IlJ0 

東北部は急傾斜をなすが西南部は一般に緩傾斜となってい " 

志布志町の南方約5kmに位置し，

属している。

る。林況は東西に横貫する主脈を境として異なり，直接暖

流の影響を受ける南半部はビロク樹の純林壮んに繁茂し，

北半部はタブ vイその他の常緑広葉樹林をなしビロウは

νィタプノキ，少ない。主要樹種としてはモクタチパナ，

志布志枇榔島概図

Biro・jima，Shibushi 

。
第7図
Fig.7. 

ν プカノキ，

ハマビワ，

パクチノキ，

ノミリノq ノキ，

ムクノキ，

ギョボク，

マテパVイ，

ョウベンノキ，

ノキ，

コヲる/ュヲヲヤクなど

鹿児島県の植物.天然記念物調査報告植物之部 1.93(1925)‘ 
志布志枇榔島熱帯性植物産地.同上 6.94~105 (1926). 
鹿児島県有明湾内枇梅島.同土2.13~18 (1926). 
枇榔島の天然記念物.史蹟名勝天然記念物 10-2(1935). 
志布志枇榔島の植物生態.植物目録.同上 16.51~63， (1)~(6) (1936). 
枇榔島に就いて.史蹟名勝天然記念物 15.301~307 (1940)， 

ヤブニクケイ，νャリンパイ，

三好学:

三好学:

中野治房:

中野治房:

岡現次郎:

岡現次郎:

ブ，

)

)

)

)

)
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1街

40余種 vダ類にはリュクビンタイ vロヤマνダ，ハチジョクv-ダ，ノゴギリ Vダ，オ

ニヤブソテツ， ヤリノホクリハラシ， オオイワヒトデ，イ Vカグマ，など20数種を産し，

蔓茎類および着生植物としてはブウトヲカズラ，テイカカズラ， νラタマカズラ，オオタ

ニワタリ，サクララン， アコウなどがあり，その他草本類はオニヤプマオ，オオパサシ乙/

ョヲアヲ，キイレツチトリモチ，ユクコクラン，モロコνソク， ヒグスグなど百余種にお

|叫

樹 種|林 相|L干:ト備考
m
m
刷 (魚付保安林)

天然記念物/

ビロウ稚樹発生

ヒe ロ

シ イ

タブ

広

o 広

然 広 目 120 1，097 

ピロ 150 

15 

747 

75 • タ

‘ ヒe ロ

125 
25-225 XIII 170 
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よんでいる。

現在天然記念物保存要自により施業法の指定があり，独立の作業級は設けておらず，

樹木の伐採は枯損木にとどめその他保存要目に従って人為的危害の防止に努めている。

枇榔島国有林は，串間営林署第54林班に所属し，第54林班は rいJ，rろJ，rは」小
班に分れており，ピロクの純林は「い」小班に属している。同島森林の概観を知るために，

森林調査簿表による林況を第17表に示す。

帯献区の設定

ビロウ島南東の入江に近く，海岸近くから谷にかけてピロヲの純林が発達している。

樹高1O~13 m，胸高直径 20~26cm のものが多し 5~10m までの層にはモクタチパナを

主とし，ヤプツパキ，イヌビワ，モクゴク，ハマヒサカキ，フカノキなどを生じているが，

モクタチパナを除いてはその数は多くない。

[3. a]帯蹴区 (50x5)m2 ビロウ一号クタチバナー(ビロウ)基群叢

[3. b]帯祇区 (50x5)m2 ピロウ←号クタチバナー(ビロウ}基群叢

傾斜 18
0
方位 256

0

この地点において海岸近く(汀線より約50m)，ほとんど林縁から，ビロウ林の純度高

い山腹にかけて， [3. a]， [3. b]帯状区を設定した。作図上基準線を境とし，両面 ([3.a] ;情

状区は左側， [3. b]は右側)をとり，林床植物は [3.bJ帯状区の方を測定した。本帯状区

は，林中にあると，眼の高さの関係から， ビロウが喬木層および濯木層と林床にともども

優占して，ビロクー(ビロヲ)基群叢の観を呈する。しかしこの帯状区を測定すると， 4~9 

mの亜喬木層にモクタチパナがかなり出現する。そしてモクタチパナは林冠の開いている

ところに多いが，ここでは群落としてピロクーモクタチバナー(ビロヲ)基群叢と名付ける。

[3. a]帯状区の林木配置図および樹冠投影図を示せば第8図，樹高階別と胸高階別の

本数盈表示すれば第 18表，第19表である。

[3. b]帯状図の林木配置凶および樹冠投影図を示せば第9図， 樹高階別と胸高階別の 。
本数を表示すれば第23表，第24表である。

なおこれら両帯状区においては，林下におけるビロヲの幼樹ならびに稚樹が上木層の

ピロヲとは画然たる一群を成し，これを日.aJ帯状区について測定したので第20表，第

21表として別記することにした。 また [3.a]帯状区の林床植物を示せば第22表である。

司・
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[3. a]帯状区 ピロウーモクタチバナー(ビロウ)基群叢

[3， a] Belt廿 ansectin L伽師側，asubglobosa-Ardisi，α 
Si.eboldi-(L伽isto問 subglobosa)Soc. 

第8図
Fig.8. 

第 18表 [3. b]帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [3. a1 belt-transect Table 18. 
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上表に示すようにビローは樹高が8m以上で上層を形成するが， 2-8m聞には見出し

下層ピここでは胸高直径を測定し得たものを記した次第で，

ロ{は前記した通り別記する a

それで便宜上，得なかった。
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第19表 [3. a]帯状区胸高直径階別本数配分表

Number of trees in each diameter grade in [3. a] belt-transect 
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Table 19. 

Breast-heighs diameter 
胸高直径 (cm)

樹種

Li'世isto附 81.1bglobωα ビロウ
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印刷伽jα'pon伽ヤブツバキ

FicU8 erectα イヌピワ

Fat8iαjα.ponicα ヤツデ

Pitt08porum Tobira トベラ

Sche.ffera octophyllα フカノキ
Turp伽伽 ternαtα ショウベンノキ

Cinnam伽仰 japonicum ヤブニクケイ

Mαe8αjα'POηicα イズセンリョウ

日
目

1

m

5

4

7

2

6

4

1

1

1 6 5 

1 

6 

1 

2 

-
a
a宮

・

1

5

2

8 7 

1 

1 

1 

1 

Q
0
 

・

向

4

唱

i
n
o

-
d
a
Z

噌

i

o

a

。。唱
i

唱A

1 
-
w
D
噌

i

1 

Species 

77 1 6 6 6 1 2 4 4 10 3 8 1 18 7 計Total 

ら

暗躍や的関勝率b
2・

[3. b]帯状区 ピロウーモクタチバナー(ピロウ)基群叢

[3. b] Belt-transect Livistona 8ubglobosα-Aγdi8'i，α 
Sieboldi-(L伽i8tO冗a8M glob08α) Soc. 

第9図

Fig.9. 
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第 20表 [3. a]帯状区ビロウ幼樹稚樹樹高階別本数表

Table 20. Number of the young LiJlJistonαsubglobosα 
. in each height grade in [3. a] belt-transect 
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第21署長 [3. a]得状区ビロウ幼樹稚樹根本直径階別本数表

Table 21. Number of the young Livistona 8ubglobosa 
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第 22表 [3. a]帯状区林床植物一覧表

Cover degree cand frequency of the plants in [3. a] belt-transect 
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第23表 [3. bl帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [3. b] belt-transect Table 23. 
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第24表 [3. b]帯状区胸高直径階別本数配分表

Number of tre3S in each diameter grade in [3. b] belt-transect Table 24. 
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4. 内之浦火崎

大隅半島の東に凸出し，内之浦湾の南に位する半島の東北端が火岬である。この岬に

，はソテツ，ピロクが自生。し， 大正 12年内務省告示第 57号によって，天然記念物に指定

された部分がある。その面積は6.37ha (内之浦営林署，大谷添国有林第40林班「ほ」小班)，

九州南部におけるソテツ白生地の北限地帯として都井岬のソテツ白生地と共に分布限界を

指示し，学術研究に資する要ありとされたものである。 このケテツの白生地は多く海岸の

岩地で，ソテツ自生地の上部には樹高2m位のハマヒサカキが主体となり，林下と周縁が

メダケによってかこまれているハマヒサカキーメダケ基群叢という珍しい群落もある。な

お，岬にはソテツの他，ピローの自生のあることも注目すべきである 3

なお，火崎の植生概況に関しては内藤喬氏。が南隅半島の植物目録中に記しているの

で，これを引用しておく。

“大泊以北Qj太平洋岸に於いては暫くソテツの影を見ないが， 東jじ隅なる内之浦村火

崎半島の先端部斜面に至って再び旺盛なる群落を形成している。その大さに於いても，量

第10図火崎調査地

Fig. 10. Hosaki (1/50，0ω) 

1) 熊本営林局: 管内国有天然林植生調査概要 1(南隅半島の植生).16 (1937). 

2) 内藤喬:鹿児島高等農林学校校友会報 15.1-90 (1926). 
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太平洋沿岸に於けるソテツ自生地の北に於いても，佐多岬のそれには比すべくもないが，

ソテツの分布上特筆すべ

比の火崎半島の先端部にはソテツと伍してややき地であることは云うまでもない。

広犬伝ピロヲの分布があり，断崖斜面に純林をなしている部分も見ることが出来る。試み

限なる日向国の都井i岬(内之浦からすぐ前方に見える)と共に，

加え，

ビロヲ，に火崎半島先端部東斜面のビロヲ林及びソテツ自生地附近の主成分を列挙すれば，

ソテツ，ハマヒサカキ，クサギ，オホムラサキνキブ，イヌピハ，メダラ，オホパライチゴ，

ハマナタマメ，ホヲロクイナゴ，ハスノハカズラ，ヤマノイモ，キクパドコロ，ススキ，

著(恐らくノヂギクならんと初島博士が報ぜられたが，サツマノギクワラビ，ヨモギ，

テリハツサノレトリイパラ，クズ，ツワブキ，ハマボッス，オニヤプソテツ，者も同意す)，

オニツボクサ，マノレパグミ，ヤク乙/ソヲ，クサスギカズラ，コプナグサ，Jレヲメモドキ，

更に火崎半アオツヅラプジ等である。

クロマツ，

ヘノ7ソカズラ，

島先端部西斜面津代部落附近花岡岩上の森林を成す成分('i，

キジムジロ，Vパハギ，タビラコ，

マテパ

オホムラサキiIキ

イタジヒ，

ハクサンボク，ブカノキ，イヌピワ，アコヲ，イス，タプノキ，る/ヒ，

ホ乙1;ダ，オホイワヒトデ，イジカグマ，オホイタビ等を主とし，ヤツデ，アラカ iI，ブ，

νラタマカズラ等の

草本を混生している。内之浦村火崎半島の頂部は一帯の原野であって，ススキ，ワラビ，ヤ

プクトヲカズラ，キシミズヒキ，ムサ乙/アプミ，νロヤマゼシマイ，

イヌノ、ギ，之にメドハギ，マハギ(恐らくミヤマハギならんー初島)の群叢大部分を占め，

ボクズ，ヒメヨモギ，ヲトゴヨモギ，ヲトコエν，チガヤ，ヲカノレカヤ，ナハνログミ，

スズメノヒエトダνパ，カナビキソヲ，オニヤブソテツ，ホソパワダン，

等を混じている.

タシニ-;;il -;;， 

なお，国有林森林調査簿表による天然記念物内の概況は次の如くである。

。

火崎天然記念物内概況
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第25表

守引山州4小吋吋、一判平判[r1宮:1阿?主E吋l川平位l 一吋l一l恒一一?引l一吋度引l 
閣叫叫lほイ~王4十い{h作6臼悶叩8釘7

• 帯蹴区の設定

火岬の先端部，第10図に示すごとき地点のソテツ生育地に2本の帯状区を設定した。

[4. a]帯棋区 (40x5) rn2 ソテツ林

傾斜 330 方位 3000

かなり急傾斜の岩地に生ずるソテツ林に，斜面に沿ってとったものである。
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第11図 [4. a]帯状区ソテツ林

Fig. 11. [4. a] Belt-transect in C:νcαilC revol旬taforest 

本帯状区の林木配置図および樹冠投影図を示せば第 11図，樹高および胸高の階別本

数を表示すれば第26表，第27表，林床植物一覧表を表示(測定の都合上25-40m)すれ

ば第28表の如くである。

第26表 [4. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 26. Number of trees in each height grade in [4. a] belt-transect 

Height 樹高 (m)

Species 樹種
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Cycαgγe世oluαtα ソテツ 2 5 9 6 10 8 35 

。 .~7 署長 [4. a]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 27. Number of trees in each diameter grade in [4. a] belt-transeet 

a; 
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Species 樹種
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第28表 [4. a]帯状区林床植物一覧表

Table 28. The Cover degree of the 
plants in [4. b] belt-transect 

Dist曲目距離 (m)

Species 植物名
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Celαstrus orbiculatus ツルウメモドキ

Ficus Wight似附アコウ

ViUebruneαpedunculatα ハドノキ

Litsea japonicα ハマピワ

ArdisωSieboldi モクタチバナ

Ra同iole'j潟叫制bellata シヤリンパイ

Smuax 8tenopetαtα サツマサンキライ

pαederiα8cande畑ヘクソカズラ
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)内は樹高 (m)

十

[4. b]等航区 (20x5) m2 ソテツ林

傾斜 17
0
方位 320

0

[4. a]の附近で， 樹高成長良好な部分にとった

ものである。

本帯状区の林木配置図および樹冠投影図を示せ

ば第 12図，樹高と胸高の階別本数を示せば第29表，

第30表，林床植物一覧表は第31表の如くである。

l官h

。

会.

第四図 [4. b]帯状区 ソテツ林

Fig. 12. [4. b] Belt-transect in 
Cycαs revolutαforest 
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第29表 [4.吋帯状区樹高階別本数配分表

Table 29. Number of trees in each height grade in [4. b] belt-transect 

Height 樹高 (m) 1.5 2.5 30 3.5 4.0 4.5 Total 
計Species 樹種 2.0 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 

Cyc<αs revolutα ソテツ 1 1 1 1 1 8 8 

ArdisωSieboldi モクタチバナ (Ar) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 1 4 9 

.30表 μ.吋帯状区胸高直径階J:lU本数配分表
Table 30. Number of trees in each diameter grade in [4.吋belt-transect

Breast-height 胸diameter 8 m 26 30 36 Total 
高直径 (cm)

Species 樹種 10 24 28 32 38 計

Cycαs revolutα ソテツ 1 8 8 1 8 

Ardisi，αSieboldi モクタチバナ 1 

Total 計 1 1 8 8 1 9 

第31表 μ. b]帯状区林床植物一覧表
Table 31. Cover degree of the plants in [4. b] belt廿 ansect

Distance 距離 (m)

Speciis 植物名

o
f
5
 

噌

i
司

it
噌

i

15 

20 
C.V. 

5 
(3.0) 

8750 

1 

1 

875 

1 

875 

875 
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Micγolep伽 mα増加αtα フモトシダ

μtseαjα仰伽ハマピワ

Ardis似 Sieboldi モクタチバナ

。 Rα:phiole戸sumbelatα シヤリンノ〈イ
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十

十

十

州

十

一

川

+ 
(0.6) 

‘ 

Cyrtom伽mfaγcαtum オニヤブソテツ 十

Chrysαnthemum j'α:ponense ノツギク

5. 都 井 岬

九州南部大隅半島を西南から東北に見て行くと，最南部が佐多岬，次が火崎，次が都

井岬ということになる。

この都井岬のソテツ自生地は都井岬の南端に位し，御崎神社境内および附近，すなわ
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第四園 都井岬調査地

Fig. 13. Toisaki (1/50仰0)

ち都井岬に注くうj、流の両岸，河口附近の岩地にある。

この都井l岬自生地に関しては， 1921年(大正 15年)， 中野治房博士1)は本地点のソテ

ツに関し，かなり詳しい報告をしており，その中で博士は次の如く述べている。

“樹木としてはクロマツ，スギのf也ハマピワ， イヌビワ，サンゴジ-"-， トベラ， タブ

ノキなどの暖国性のものを主とせり……該樹は神殿附近及び鳥居附近に多く百数十本に達

すべし，比等のソテツは概して小形なるも周囲3尺に達するものもあり。然れども高さは

5， 6尺に出ずるに過きrず…・・・独ソテツのみツワブキ，ハマアザミ，禾本等を多く生ずる草 Q 

原上に林立するを見る……"などとその状況を述べており，又その由来に関しては分布，

生育地の状況，考証，伝播に関する性質などにつき考究したる後“……吾人(c:t鹿児島本土

南方海岸及び宮崎県南方海岸の如き其の風土既にソテツの繁殖に適当なるを知るべし。す

なわち比等地方に於いては自然的分布に依るも該植物の繁殖し得る望は充分なりと考えら

るるなり。……予は鹿児島本土のソテツ自生地を以て全然人工的のものなりと断言する必

要を見ずと信ず。……比較的近代に於いて佐多岬神社よりか，又は薩南諸島より潮流又は

1) 中野治房: 都井岬蘇鉄自生地.天然記念物調査報告植物之部2.1-13 (1921) 

-・
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烏力等により自然的に運ばれたることもあるべし。……殊に其の繁殖地数町歩に渉り芽生

の如き点々として存在するを以て見れば之を自生地と見るも既に差支なきを覚ゆるなり"。

帯蹴区の設定

神社に対し小沢を隔てて向い合った緩斜面のソテツ林に1帯状区を設定した。

[5. aJ帯航区 (30xl0lm2 ソテツ林

傾斜 31
0 方位 238

0

本帯状区は綾傾斜地の頂上部より傾斜の方向にとったものである。

本帯状区の林木配置図および樹冠投影図を図示すれば第14図，樹高階，胸高直径階

別の本数を表示すれば第32表，第33表の如くである。

第14図 [5. a]帯状区ソテツ林

Fig. 14. [5. a] Belt-transect in Cyc仰向volutaforest 
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第32表 [5. a]帯状区樹高階別本数配分表

Number of .tr鶴自 ineach height grade in [5. a] belt廿 ansectTable 32. 
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第33表 防.a]帯状区胸高直径階別本数配分表

Number of trees in each diameter grade in [5. a] belt-transect 
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Table 33. 

Breast-height diameter 
胸高直径 (cm) Total 

計

国

6
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1 1 8 9 15 11 9 2 1 
1 

1 

2 2 1 

樹種

Cyca8γevolutα ソテツ

Eurya emarg伽αta ハマヒサカキ

Li世illtonα8ubglobo8α ビロウ

Species 

1 

65 1 1 8 9 2 15 11 10 1 1 8 2 1 計Total 

林床

の手入れをなすと聞いている。従って林床は半自然的と見なすべきところがあり，帯状区

設定箇所もソテツの純度の高い足場のよいところを選んだので，草原的景観を呈していた。

その美観を保つ¥?)ため，都井岬ソテツ林の林床はソテツの純度を保つためと，

Q しかし林従って自然林を扱う場合の範障とは離れるので群落単位欣とらないことにする。

床植物を参考までに記すと，第34表となる。

e 第34表 [5. a]幣状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in防.a] belt-transect Table 34. 
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v

E

E

V

R

R

E

E

E

 

m 
E 

..L 

(3.0) 
十

十

日

十

E 

-

1
十

十

十

寸

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Polygon叫mch伽側8e

M必cαnthu88I'ηen8is

otrs似mmαritimum

Cyrtomium f a!cαtum 

I xeri8 dentatα ニガナ

Oxalis corniculatα カタバミ

R08αmulUflorα ノイバラ

Lysimαchi，α'YI協 urit似na ハ 7 ボッス

C阿:pidiαstγ制m:platypl.ιyllum ワダン
ScuteUari，α伽dicαvar.

pαrvifol旬 コパノタツナミ
Clemαtis Pierotii コパノボタンズル

Pittos:porum Tooiγα トベラ

メヒシノ〈

ハマヒサカキ

。
、';J)レソノ〈

ススキ

ハマアザミ

オニヤブソテツ

E

E

旺

ート

十

十

(0.1) 

十

Aquileg似 αdoxoides ヒメウズ

ChrY8anthemum ja:pone附 e ノジギク

Setar的 Viridi8 エノコログサ
Pαederi，α8Cα悼，densvar， 

Mαirei ヘクソカズラ
Smilαx Chv旬α サヌトリイバラ

旺十

旺

真萱のクスJキ林

十

6. 

これはイチイガi/その他の広葉樹と混交

せる人工樟林であるが，附近にこの様な林分

が少ないことから大正4年学術参考保護林と

位置は第 15図して指定されたものであり，

なお説明のため第35

ま表として本林の現在の樹種別材積を;bげ，

た保護林擦放の記載を引用する。

に示すごとくである。

。

真萱調査地

Magaya (1/50000) 

第15図

Fig. 15. 
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樹 種

イチイガシ

カ シ 類

タ ブ

その他広

計

第35表 真萱保護林樹種別材積

混交歩合|林 令|直 径 i樹 高 1 下層植生

5 竹

5 . 
10 
50 

30 

面当面 i誌面 iE25 

真萱保護林

材積

(ぜ)

66 

67 
133 

666 
400 

1，332 

串間市大字大矢取国有林27林班「え」小班(福島より北方14km)にあり，飲肥に通ず

る県道(外行新道)より分岐する県道を北進すること 6kmにして達する南面せる緩傾斜地

に存在する。面積6.60ha，棒の老樹林で，樹齢約300年，直径50-210cm，高さ 18-28m，

その本数170本余，材積950maに達する。雑木を混交し，林相はやや粗聞のj惑があるが，

附近に多くその例を見ず，樟の老樹林としては真に珍重すべきもので，将来の施業上，特

に更新研究の好資料として学術参考上保存されている。 (串間営林署)

手書蹴区の設定、

保護林内部は上記のごとくかなり粗な部分がゐり，クスノキも部分によって多少があ

るが，比較的クスノキの集っている部分を選び1帯状区を設定した。

[6. a]帯蹴区 (55x5)m2 クスノキ林

傾斜 13。方位 900 高度 140m

本帯状区の林木配置図および樹冠投影図を図示すれば第16図，樹高階， 胸高階別の

本数表，林床植物一覧表を示せば第36表，第37表，第38表の如くである。

林床は現在非常に乱雑である。 しかも 5年前に一度笹刈をした白で，その前にも手入

れをしたことがあるらしい。従って35-50m問，幅5mの調査にとどめた。

.. 
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第16図 [6. a]帯状区クスノキ林

Fig. 18. [6. a] Belt-transe巴tin Cin鈍αmomumC，αmphorαforest 

第 36表 [6. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 36. Number of trees in each height grade in [6. a] belt-transect 

Height 樹高 (m) 5 16 18 19 20 21. 22 ~3 Total 
2 計

Speci邸樹種 6 17 19 20 21 22 23 24 

αnnαmom1ιmC，αmphorα クスノキ 1 1 1 1 1 2 2 9 

C間古αMα crenαtα クリ 1 1 

Total 言十 1 1 1 1 1 1 2 2 10 
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第37表 [6. a)帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 37. Number of trees in each diametet grade in [6. a] belt-transect 

Breast-height diameter 10 52 54 56 62 76 78 82 94 98 
Tota! 胸高直径(巴m)
計Species 樹種 12 54 56 58 64 78 80 84 96 100 

C伽αmom叫m Ca叩phoγ品クスノキ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 

Cαstα冗ea，cγe冗αtα クリ (G.品) 1 1 

Total 計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

第38表 [6. a]帯状区林床植物一覧表

Table 38. Cover degree and frequency of the plants in [6. a] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Species 植物名

間
山

t
m制 。!5

d品
冨

守

4
d
u宮

5
!
o
 

a
-
-
t
k
u
 

C.V. 

Mαchilus j，αp仰 icα アオガシ

Mαchuus Thunbeγgii タブノキ

Ilex purpureα ナナメ 1キ

Acer. pαlmαtum var. 
Mats叫悦抑制 ヤマモミジ

Cαmellia japo略化α ヤブツバキ

2

2

十

8 8 3085 

584 

Aru叫dinari，αSimonii メダケ 8 

Ci冗叫amo伽 U旬、japonic叫悦ヤブニクケイ

Daphniphνllum Teijs叩 '，(J，nni
ヒメユスリハ 品

Phyllostαchys bαmbusoides マダケ 2 

Melωsmαγ旬ida ヤマピワ
PO叫γthiaeαtωψis ウシコロシ

Ligustrum japonicu刑ネズミモチ

Callicαγpαjα.ponicα ムラサキシキブ

十

十

十

4 。“
o
o
q
G

初

回

印

刷

叫

M
m

n
u
d

白

4

円

d

p

O

F

D
噌

i

"。噌
A

印刷ηtoniαhexaphyllα ムベ
Loniceγα hypoglαucα キゲチ

Helwiηgi-αjaponicα ハナイカタ

十 十

十

1
十

2 

十 十

十

+

十

十

十

o 

7. 膏島のビロウ林

青島は宮崎市の南々東約13km，島にはピロクの天然林があるので古くから有名であ

り，林床にはクワズイモ，アオノクマタクラシ，海辺にはハマオモトを見る。その南国的

な植生と，そして新第3紀に海底に堆積してできた油津層群に属する岩石の性質と海水の

侵蝕作用による不思議な規則的な姿態， またここに正洋としてひろがる真青の海洋とは人

々の心を揺り動かさないではいない。



。

本島に関してはすでに種々な研究1ーの

があるが，その代表的なものは宮崎リシネ

会が1954年発表した青島総合調査報告書め

でらろ孔自然関係からは気象，地質，土壌，

海流，動物，植物，研究史が明らかにされ，

また人文科学関係の研究も記載されてい

る。 島周860m，面積わずか44，OOOm2と

いう小面積地に対し，これだけの精密度を

持った精密調査が成されたということは，

わが国ではその例を見ないであろう。

本島自生の高等植物(ジダ植物を加え

る)は青島総合調査によると 197種で， 亜

熱帯性植物としてはヤナギイナゴ，ハスノ

ハカズラ，ハマカズラ，ハマナタマメ，ノ

アサガオ，メジロホクズキ，キンギシナス

ビ，ハマクワガタ， オオハマグノレマ，ハイ

キピ，クワズイモ，ムサ Vアプミ，サツマ

サンキライ，アオノクマタケランなどがあ

第17図 青島調査地

Fig. 17. Aoshima (1/50，000) 

げられるが，大部分のものは暖帯要素であることには注目しなければならない。

帯蹴区の設定

183 

青島の植物群落に対してはすでに日野巌博士の研究があり，また外山三郎・中山至大

両氏の研究もある。ここでは外山・中山両氏がとったG区をビロク林の極盛相と考察し，

そこに (25x5)m2の帯状区を設定した。なお前記両氏は

B. ピロクーハマピワ (5m2) (2区)

xc. ピロクークワズイモ (5m2) (3区)

D. ピロヲーカンナク (5m'ヨ)(2区)

xF. ビロヲーアオノクマタケラシ (5mヨ)(3区)

F. ビロヲートベラーハマオモト (5m2) (4区)

1) 中野治房: 宮崎県青島.天然記念物調査報告，植物之部 2.(1926) 
2) 日野厳: 青島の植物rc.就いて.宮崎県史蹟名勝天然記念物調査報告 9.(1932) 
3) 日野巌: 青島植物目録.向上

4) 宮崎リンネ会: 青島綜合調査報告書 (1954)
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G. ビロク群落 (5m2) (5区)

xH. ピロク{ムサνアプミ (5m2) (3区)

の各群落を記載している。

[7. a]帯蹴区 (25x5) mヨ ビロウ林

傾斜 00 方位 80'。

この群落をひろく見ると，時にアオノクマタケラシ.ムナも/アプミ， クワズ司モが生

じ，特に上部樹冠群の欝聞の少しく破れたところにはアオノクマタクラシが衆落し， また

クワズイモを見た。 しかし一般に落葉が重なって，林床植物は極め〈疎に生じているのみ

である。強いて群落を名ずくるならビロヲ

ービロヲの実生基群叢ともすべきところで

あろうもそしてこの稚苗の伸びるか伸びな

いかは上部樹冠群の欝閉度によるものと考

える。

本帝状区の林木配置図および樹冠投影

図を示せば第 18図， 樹高階別と胸高階別

の本数表，林床植物一覧表を示せば第39

表，第40表，第41表の如くである。

第四図 [7. a]槽状区ビロウ林

Fig. 18. [7. a] belt-transect in Livistonα 
subglobosa forest 

第39表 [7. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 39. Number of trees in each height grade in [7. a] belt-transect 

Height 樹高 (m)

Species 樹種

8
2
M
 

F
U
 
&
t
9
 

R
U
 

9
2
a
 

Total 
計

Livistonα8ubglobosa ビロウ 5 6 27 16 

第40表 [7. a]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 40. Number of trees in each diameter grade in [7. a] belt-transect 

~ 

Breast-height diameter 
胸高直径 (cm)

Species 樹種

a告
白

v
i
n
o

2
i
2
 

n
t
M
 

O
!
2
 

n
4
町

4
n
4

0
0
'
白
内
リ

'A‘
4
9
a
 

m
t卸

自

v'・0
0

9
“、
4
Q
G

?Tψ1 
32 引

Livisto附 8ubglobo8α ビロウ 1 1 5 11 5 3 1 27 



。

185 

第41表 [7. a]帯状区林床植物一覧表

Table 41. Cover degree and frequency of the plant in [7.a] belt-transe巴t

Distance 距離 (m) 。 5 10 15 20 
J t F. C.V. 

Species 植物名 5 10 .15 20 25 

Livistonα8ub.qlobo8a ビロウ 1 1 1 + 1 V 400 

Ardi8'IαSieboldi モクタチバナ + I 

Crinum asiaticurn 十 I 
var. japonicu慨ハマオモト

Polygo附刑 chinense ツルソパ 十 I 

Pipeγkαdzuγα フウトウカズラ 1 十 十 1 1 V 300 

8. 霧島山のモミーヴガ林

霧島llJは九州南部の内陸植生を表わすじ適当な団地で，まだ自然林の特徴をもった森

林形相が所々に保存されている。霧

島山登山路中，林田温泉から霧島山

大浪池への登路は常緑樹林から針葉

樹林への森~を観察するのには実に

よい地点の一つで，ことにモミーツ

ガ天然林としてはわが国でも他にそ

う比較?るところを存せぬところで

あろうh 林田温泉から林内歩道に入

ると，ヲラジロガvや主/イを主体と

する林で，中下層を通じてはヤプツ轟

パキ，サカキ，ヤプニクケイ1/キ

ミなどが出てくる。モミーツガは

900-1100m聞に最も多く， しばし

ばアカマツを混生している。そして

モミーツガ林は南方では 500-600

m，北方において約400mに下るの

を見ている。

霧島山の植物に関しては従来種

々な報告1・めがるあが，森林植生とし

1) 奥山春季: 霧島山文献目録.国立科

学博物館集報 4.55-56 (1951) 

.19図 霧島山調査地

Fig. 19. Mt. Kirishima (む50，∞0)
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て最も注目すべきは熊本営林局の植生調査7-8) である。荒川氏。56-57頁により，その植

生単位類別の中に調査地点の群落を求めるならば，霧島山暖帯性上位植生ーモミ，ヅガー

アカマツーカ V類ーイス群系中のモミーツガーアカマツーカ V類ーサカキーハイノキ群叢

に当り，次の様に.説明を加えている。

“比等の群叢は霧島の中腹を占める現在最も安定せる群務で所謂極盛相に達して居る

ものと見るべきである。……優勢種はモミ，ヅガ，アカマツ，……大抵の場合モミ，アカ

マツが上層木でツガは却って中層木として (f)又は (r)に群生する。 ……ヲラジロガ主/又

はイスノキは此の群叢に於いては中層木又は下層木として (r)又は (V.r)に群生するのが

普通である.サカキ，ヤプツパキ， νキミは何れも此の群叢に現出する群生率頗る大なる

樹種で殊にサカキ，ヤプツパキは……北の群叢の安定状態に於いては特に旺盛を極め中層

木又は下層木に於いて (/)又は (r)に群生する。而して此の両種の群生率の鴻加は又以って

モミ，ツガ，アカマツの増加にも影響して居る様である。故に此等群叢l乙於いては其の発

達過程が安定状態に近づくに従って之等両種(ナカキ，ヤプツパキ)の中層木及び下層木に

於ける群生率を増加する傾向があると云えよう。 乙/キミも……C植生(モミーツガーアカ

マツーカ乙/類，イス群系)にかけて現われるが前両者程傾向が著しくない。 ヒメ乙/ャラ.

ハイノキは先ず之等の群叢即ちC植生の特徴樹種で就中前者に左様傾向ある事を認めるf

著者等の調査においては，中層木一下層木としてはサカキ， νキミが多かった。次に第42

表として次頁に森林調査簿表をあげておく。

帯状区の設定

本調査においては大浪池の西南方等高線毘根西霧島山経営区第34林班「は」小班にお

いて3箇処に帯状区を設定した。そして[8.aJはモミーツガ林(990m)， [8. c]はツガ林<1050

m)，胆.bJ はモミ林 (960m)である。

[8. a]帯棋区 (50x5)m2 壱ミーツガーサカキ基群叢

傾斜 50 方位。。 高度 990m

本帯状区は緩傾斜をなす尾根ヒ，登山路に近い箇処にとったものであり，後記 [8.b]， 

[8. c]帯状区の中間的なところである。 小喬木層の発達が著しく林床草本層は少量である。

2) 荒川 潔: 霧島山に於ける植物群落組成調査及び植生連続(遷移)に関する考察 (1931)
3) 日野巌: 霧島山の植物分布.宮崎県史蹟名勝天然記念物調査報告 9.(1932) 
4) 日野巌:霧島山植物目録.同上

6) 正宗巌敬: 鹿児島県下の天然記念物特 It:植物に就いて.史蹟名勝天然記念物 4~6. 37 ~38 (1929) 
6) 寺崎渡: 南九州国有天然生林を視察して (1931)
7) 熊本営林局: 家島山It:於ける植物群落組成調査及び植生(連続)遷移に関する考察 (1931)
8) 熊本営林局: 管内国有林天然林植生調査の概要信l.高隈山及び霧島山の部 37~88 (1938) 

~ 



181' 

壊適中軟

一
一

-

1

8

8
部

邸

側

一

飽

田

町

四

初

却

恒

国

m
m
m
m
m
田
節
目
同

一

一

総

同

一

側

側

側

町

一

u

a

2

2

4

1

2

1

1

M

仰

一

積

一

一

け

一

一
一
制
的
一
回
開
お

2

2

m
間一

2

お

u

-

一

上

:
'
H
-一

1

1

1

8

一
一

m

↑

(

一材一
1
1
1

「
l
i
l
l
i
l
i
-
-

一

一

口

刀

一

一ト戸一
一
林
相
一

況
一
劃
」

一

林

一

m
一

高直

(古田i

21，418 

5 

2 

31 

(107) 

486 

K
U

咽

A

の
O

E

O

-

a
宮

崎

。

噌

E
&

目l針|

村郡県

鹿児島

m
m
u
 

称

アカマツ

モ ミ

良始

樹

カー

ヤ

計)

ハリモミ

カ

(針

ツ

天

1
1
1
1
1
(
 

F
O
O
G

噌

A

噌

i

n

4

'

i
噌

A

唱

A

(22) 

ナ

アカガシ

シラカシ

イタジヒ

フ

7 

(22) 

日

7

J
フ

自
フ
ザ
7

広

(広計j

キ

ヒメシャラ

ス メ

ク

ニ乙

ノく

シ

サ

カ

、y

タ

樹高階別と胸高階別

林床所生木本

胆.a]帯状区の林木配置図および樹冠投影図を示せば第20I'6J. 

胸高直径5cm以下の樹高階別， 直径階別本数表および一覧表，の本数表，

の樹高階別本数表，林床植物一覧表を示せば第43表，第44表，第45表，第46表，第47

ここでは便宜上胸高直径5cmを一つの目標にとっ第49表の如くである。第 48表，表，

た。
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第20図 [8. a]帯状区モミーツガーサカキーハイノキー蘇類基群叢

Fig. 20. [8. a] Belt-transect in Abies fiγmα-Tsugl' Sieboldii-Cleyerα 
japonicα均 mplocosmyrtaceα，-Moss S∞. 

第43表 [8. a]帯状区樹高階別本数配分表
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第44表 [8. a]帯状区胸高直径階別本数配分表

Number of trees in each diameter grade in l8. a] belt-transect 
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第45表 [8. a]帯状区胸高直径5cm以下の樹高階別本数表(林床除外)

Table 45. Number of the ligneous plants less 5 cm of the 
breast-height diameter in [8. a] belt.transect 
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第46表 [8. a]帯状区胸高直径5cm以下の直径階別本数表(林床除外)

Table 46. Number of the lign伺 usplants irt the 2 nd 
layer in [8. a] belt-tr叩 sect
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[8. aJ帯状区胸高直径5cm以下の木本植物一覧表(林床植物除外)

Cover degree and f問，quencyof the ligneous plants less 5巴m
of the breast height-diameter in [8. a] belt"transect 
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第47表
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第48褒 [8. a]帯状区林床木本植物の樹高階別本数表

Table 48. Number of the lign回 usplants in the 
underlayer in [8. a] belt-transect 
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" 
第49表 [8. a]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in [8. a] belt-transect Ta:ble 49. 
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[8. b]帯拡区 (50x5)m2 号ミーサカキーハイノキ一事額基群叢

傾斜 '0-10m 340 10-50 m 3。方位 300。高度 760m

1・
附近にはモミの大同じく緩傾斜をなす尾根状地である。胆.c]， [8. a]帯状区の下方，

径木が多く荘麗な林相を呈しているロ帯状区は尾根を横切ってとったものである。

胸樹高と胸高の本数表，本帯状区の林木配置図および樹冠投影図を示せば第21図，

林床林床所生木本の樹高階別本数表，高直径5cm以下の樹高階別本数表および一覧表，

第56表第55表，第 54表，第53表，第52表，植物一覧表を示せば第50表，第51表，

の如くである。
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第21図 [8. b]帯状区モミーサカキーハイノキー蘇類基群叢
Fig. 21. [8. b] Belt-transect in Abie8 fiγmα-Cleyera 

japonicα均mploco8 押~yrtαceα-Moss Soc. 

第50表 [8. b]帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [8. b] belt-transect Table 50. 
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第51表 [8.吋帯状区胸高直径階別本数配分表

N umber of trees in回 chdiameter grade in [8. b] belt-transect Table 51. 
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第52表 [8. b]帯状区胸高直径5cm以下の樹高階別本数表(林床除外)

Table 52. Number of the ligneous plants less 5 cm of the 

breast height-diameter in [2.吋 belt-transect
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この帯状区の 40-50mは登山路に接し被度を取り得なかったので40mまでのものを

以下濯木層，林床についても同様である。

第53表 [8. b]帯状区胸高直径5cm以下の木本植物一覧表

Table 53. Cover degree and frequency of the ligneous plants over 
5 cm of the breast height-diameter in [8. b] belt-transect 
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第54，表 [8.吋帯状区林床木本植物の樹高階別本数表
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第55表 [8. b]帯状区林床木本植物の一覧表

Cover degree and fr明 uencyof the ligneous plants 
in the underlayer in [8. b]belt-transect 
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第 56表 [8. bJ帯状区林床植物一覧表
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なおこの帯状区よりは外れるが附近に存するモミ大径木の測定結果を次の第57表，第

58表に示しておく。

第57表 [8. b]帯状区附近大径木樹高階別本数配分表

Table 57. Number of trees in each height grade near [8. b] belt-transect 
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第58表 [8. b]帯状区附近大径木胸高直径階別本数配分表

Table 58. Number of trees in each breast-height 
grade near [8. b] belt廿 ansect
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胸高直径{巴m)

部

l
m叫

内
u
-
v
i
Q
A

円

a
・4
町

a

a
a
τ
p
i
o
o
 

ne
、
d
R
円
S

o
o
p
i
凸
リ

ヴ
・
、

4

。。
Total 
計Species 樹種

Abies flrmα モミ 1 1 1 1 4 

4‘ 

[8. c]得蹴区 (50x5) mヨ ツガーザカキーハイノキー醇類基群叢

傾斜 5。 方位。。 高度 1050m

[8. aJ帯状区よりやや上方， 同じく径路近傍にてツガを主とする箇処にとったもので

ある c この附近より上部はアカマツが増すなど林相に変化が見られる。林内としてはハイ

ノキを主とする濯水層が [8.a]に比し発達している。

本帯状区の林木配置，樹冠投影を示せば第22図， 樹高階別の本数表，1胸高階別の本

数表，胸高直径5cm以ドの樹高階別本数表および一覧表，林床木本植物の樹高階別本数表

および一覧表，祢床植物一覧表を示せば第59表，第60表，第61表，第62表，第63表，

第 64表，第65表の如くである。
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第22図 [8. c]帯状区ツガーサカキーハイノキー蘇類基群叢
Fig. 22. [8. c] Belt-transect in T8UgαSieboldii-G leyera 

jαponica-，均mploco8myrtαceα-Moss Soc. 

第59表 [8. c]帯状区樹高階別本数配分表

Number of tr制調 ineach height gr&de in [8. c] belt-transect 
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第60表 [8. c]帯状区胸高直径階別本数配分表

Number of trees in each diameter grade in [8. cJ belt-transect 

4 6 8 10 12 1452545660 62 6472788688 
I I I I I I I I I I I I I I 1 I 
6 81012141654565862646674808890 
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第61表 [8. c]帯状区胸高直径5cm以下の樹高階別本数表(林床除外)

Table 61. Number of the li~neous plants over 5 cm of the breast-
height diameter in the underlayer in [8. c] belt-transect 
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Hydrαngeα8C側 de間ガクウツギ
Ilex crenαtα 
var. Fukα8awαnα 

Pourth似eαtαevis
var. vulosa カマツカ

ツクシイヌツゲ

I 十

15-20m附近は Beltに登山路が迫っているので，林床も幅5mが端正ではないので

また25-50mまでは谷沿いになるので別個に記す。

[8. cJ帯状区林床木本植物の樹高階別本数表
Number of the ligneous plants in the 

underIayer in [8. c] belt-transect 

( )を附して被度だけを記しておく。

第63表

Table 63. 
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樹種

Symplocos 骨~yrtα四α ハイノキ

Skim似 jα:ponica ミヤマシキミ

Euγναjαponica ヒサカキ

Cleyera}αp側 .icα サカキ

Ilex cγ仰zαtα
var. Fukαsαwαnα ツクシイヌツゲ

C仇冗αmomumj<日ponicum ヤブニクケイ

Ligustru伽 j臼:ponicum ネズミモチ

Illicium叩 ligio8um シキミ

Hydrangeα8Cαnde附コンテリギ

Q叫ercu8glα叫Cα アラカシ

Ca骨wUiαjα，pon化α ヤブツバキ

Tαxus CU8p必dα イチ f

Mαgnoli，αobovαta ホウノキ

Neolit8eαsericea シロダモ

Species 
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Ilex pedunculo.~α ソヨゴ

Dαphn電phyll叫刑 mαcropodum ユズリハ 4

Quercu8 my rS仇αefol旬シラカシ

QueγCU8αcuta アカガシ
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Rhus trichocarpα ヤマウノレシ
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第 64表 [8. c]得状区林床木本植物一覧表

Cover d唱 reeand frequency of the lignωus plants ii1 
the underlayer in [8. cl belt廿 arlsect

o 5 10 15 20 25 

51015202530 

306 13 65 133 95 計Total 

Table 64. 

M
w
t回

的
制

t
作
曲

お

t
M制

距離 (m)Distance 
C.V. 。!

5

の
A
U
I
4
n
o

I 

I 

4 4 3 3 4 v 4750 
十・十 2 十 v 1000 
1 1 十+ 1 V 300 

十・・+ . 1II 175 

1 十十十・1II 50 

+十・ 1 ・ II 50 

十・-十十 JII

十・・十1II

F. 

Q包wrc蜘 8alirJ伽α ウラジロガfシ

Quercu8 glaucα アラカシ

Quercus acutα アカガシ

Neo!itseaαciculαtα イヌガシ

Rhu8 triりhocarpα ヤマウルシ

Ca8tα犯op拍 cusp古rlatα シイノキ

Quercu8畑 yrsi叫αefol似シラカシ
Acel・pal骨tat叫n包
var. palmαtum イロハモ Eジ
Mα，gnoli，αobo世αtα ホウノキ

T仏悦t8cU8p必αtα イチイ

E

H

E

I

-

-

-

I 

十十

十

十

十

十

十

十

十

+ 

十

十

十

十

十

十

十

樹種Species 

十

旺

R

E

I

-

-

I

I

 

十

+ 

十

十

向

。

噌

i
噌

i

8 

2 

-

2
十

十

4

8

1

十

十

十

十

十

十

十

十

斗

ア

+

8

1
十

十

ート

十

十

十

十

十

+ 

S皆mploco8mYl.tαceα ハイノキ

Illic似mveligio8um シキミ

Skimm似 japonicα ミヤマシキミ

αeyera j.日夕onicα サカキ
Hydrangeα8C側 d切s ガクウツギ

Cinηα慨 omumjαponicum ヤブニクケイ

CamelZ.似 jα:ponicα ヤブツバキ
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第65表 但.c]帯状区林床植物一覧表

Table 65. Cover degree and frequen巴yof the plants in [8. c] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Species 植物名

。5 ro ffi ~ a ~ ~ ~ G 
F. C.V. 
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Moss 

A伽8liaeαα，piculatα キッコウハグ7

Mitchellαund叫latα ツJレアリドウシ
Spicα悦top8I8叫ipponicα
var. }aponicα シシガシラ

Viola Bm.88wuαna ヒメミヤマスミレ

Lycopod伽m 8erratum 
var. Th仰~bergii ホソノ〈ノトウゲシパ

Cymb低伽mviγesce間 シュンラン

Diplazittm o8himense シケシタ

Trαchelo8permu悦 α8iαticum
テイカカズラ

AγI8tolochωKaempferi 
オオパウマノスズクサ

Smilαx Ch初α サルトリイバラ
Schizophragmαhydra悼geoides

イワガラミ

以上霧島山の 3帯状区について，考察してみよう。喬木層の代表的なものは樹高 15m

以上が第1層を形成し，樹穫はモミ，ツガである。次に森林を層階的に見ると， 8mが一

つの目標となり，サカキとi/キミが代表的な木本となり， 林床 (2m以下)にはハイノキ

が優勢で，そして地表にはいずれの場合にも辞類が優占している。

[a]帯状区の第1層はモミとツガが共通優勢種となるが，モミの方がツガに比して樹

高が高い。第2層から第3層(9-2mlにかけては樹高別本数の分布t士連続し，被度から見

てもある樹種に限るその聞の明瞭な階層別は認められない。第2層を表から見ると， νキ

ミの被度がサカキの被度より多いが，これはiノキミの多いところに当ったので，一部に偏

した被度の影響が大で， [a]帯状区全体としてみると，サカキの方を重要と見てもよいと思

われる。そしてこれらを考察すると，群落はモミーツガーサカキーハイノキ基群叢となる。

[b]帯状区においては喬木層にはモミが優勢である。第2層はこの帯状区では一般に

やや樹高が高く上端が10m，また第2，第3の両層の分離もかなり認められる。 第2層

(6-10m)ではサカキが優占しi/キミがこれに次いでいる。 第3層は4m以下，ハイノ

キが優占し，ヤプツパキ，サカキ， νキミ，ヒサカキなどが多い。地床には醇類が多い。

a偽



~ 

4・

203 

本帯状区をモミーサカキーハイノキ基群叢とする。

[c]帯状区の喬木層にはツガが優占する。第2層 (5-8m)にはサカキ，ヤプツパキな

どが多い。第3層(0-3-4m)にはハイノキが優占し vキミ， ミヤマ乙/キミなどがこれ

に次ぐが，この帯状区のハイノキは 3 帯状区を通じその量 ï.')~最も多い。なお第 2 層と第 3

層もこの帯状区においては区別し易い。地床には同様醇類が優占し，本帯状区をツガーサ

カキーハイノキ基群叢とする。

以上3帯状区を総合考察すると，各々は醇類が地表に多いけれども，景観相からは顕

著でなく.北方における林床蘇類景観と趣を異にしているので，群落名は

モミーツガーサカキーハイノキー蘇類基群叢

モミーサカキーハイノキー蘇類基群叢

ヅガーサカキーハイノキー蘇類基群叢

となり，モミ，ツガの優占する喬木層，サカキを以って代表される第2層，ハイノキの多

い第3層，醇類の多い地床の 4層からなる森林として考えられる。 なお上記のごとく [a]

帯状区においては第2層と第3層の分離が特に明際でないが，これも他の 2帯状区を参照

し二つの層を認めることとした。
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Summary 

In some limited localities in Southern Kyushu the forests are characterized by 

subtropical vegetation. Pure forest of Kandelia Candel， Cycas revoluta and Livistona 

suglobosa respectively are representative. The latter two forests ocurring in rather 

small areas are found at the points of the peninsula protruding into the Pacific 

Ocean washed by warm currents or on the islets surrounded by the warm current. 

The forest vegetation in the low lands of the district under consideration predomi-

nantly consists of evergreen broad-leaved trees. The present study was caraed out 

from the seaside to the mountain to heights of about 1000 m， ranging from the 

subtropical forests to the temperate needle-leaved forests through the evergreen broad-

leaved forests. Along the transects laid out for study， eight experimental localities 

were situated as follows (Fig. 1 ). 

Number of Name of Transect Elevation Name of forest locality Iocality number (m) 

1 Kiire [1. a] 。 Ka叫delωCαndelforest 

2 Koyama [2. a] 520 Distylium racemosum forest 

[2. b] 540 

8 Biro-jima [3. a] 20 Livistonαsubg!obosαforest 
[3. b] " 

4 Hosaki [4. a] " Cyc仰向volutαforest

[4. b] 

5 Toinosaki [5. a] " " 
6 Magaya [6. a] 140 Cinnα骨w骨t~ιmGα押~phorαforest

7 Aoshima [7. a] 5 Li:世俗tonαsubglobosαforest

8 Mt. Kirishima [8. a] 990 Abies firma-Tsugα8ieboldii forest 

" [8. b] 1050 Tsugα 8iebo~dii forest 

[8. c] 960 Abies fi門naforest 

1. Kiire (Fig. 2 ) 

Kiire is 1田 atedon the central western side of Kagoshima Bay. Pure groves of 

the mangrove are developed in three localities on the sandy beach along the streams， 

forming rather small patches. Among them， the largest one was selected for the 

present study. lt is characterized by being devoid of under1ayer. The following 

transect was selected. 

Number of' 
Number of Belt so巴iation Fig. Photo. Tab. 

[1. a] C，αndelia K，αndel Soc. 3 1， 2 1， 2， 3 

2. 区oyamaNational Forest (Fig. 4; Photo. 5-8; Tab. 4) 

In the southern part of the Osumi Peninsula fine forests of evergreen broad-

leaved trees had been preserved. Since the I1nd Wor1d War they have gradually 

1 

a民
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disappeared. Still they very locally keep a fine physiognomy. One of those forests 

may be found in the Koyama National Forest managed by the Kanoya Local Forest 

Office. It is situated in the central part of the Osumi Peninsula. The following 

tr百lsectswere selected. 

Number of Belt 

[2. a] 

[2. b] 

Sociation 

Distylium racemosum-Euryα 
3αcpomcα"'0巴.

" 

Number of 
Fig. Photo. Tab. 

5 

6 

3 5， 6， 7， 8， 9， 10 

4 11， 12， 13， 14， 15， 
16 

3. Biro-Jima in Shibushi Bay (Fig. 7; Photo. 9-11; Tab.17) 

Biro-Jima (lslet of Livistona subglobosa) is a small island. It is situated 5 km 

south of Shibushi city， having an area of only 17 ha. It is a famous place because 

of the presence of the Livistona forest in the southwestern part. Its pure forest is 

well developed and shows subtropical physiognomy. It is represented by Livistona 

subglobosa-Ardisia Sieboldi-(Livistona subglobosa) sociation. 1n this forest the three 

layers are remarkably distinguished as show by Fig. 8， 9. The young Livistona is 

exclusively dominant in the underlayer. The following transects were selected. 

Number of 
Number of Belt 80巴iation Fig. Tab. 

Li世isto四αsubgrobosα-Ardisi，α
[3. a] ßJ>U 'Si:b;ldtrliJi~t;~α 側b;~"'obosa) Soc. 8 18， 19， 20， 21， 22 

[3.吋" 923，24 

4. Ho蝿 ki，Uchinoura (Fig. 10; Photo. 12; Tab.25) 

Hosaki (point of Fire) is one of the most interesting places in Kyushu from the 

phytogeographical point of view. It is situated as the southeasternmost point of 

Shibushi Bay， facing the Pacific Ocean. This place is characterized by the presence of 

Cycas revoluta and Livistona svbglobosa which grow on rocky slopes along the shore. 

The groves of Cycas revoluta are selected for ecological analysis. The undergrowth 

is often dominated by Arundinaria Simonii. The folIowing transects were selected. 

Number of 
Number of Belt Sociation Fig. Photo Tab. 

[4. a] Cyc仰訪問向O旬noulustao-cA. r叫世dinm・4α 11 13 26， Z7， 28 

μ_ b] " 12 14 29， 30， 31 

5. Toi-saki (Fig. 13; Photo. 16-19) 

On the southeastern coast of Kyushu facing the Pacific Ocean there are three 

protruding points， namely Sata Point， Hosaki Point (4) and Toi Point. Cycas revoluta 

groves are well developed on the rocky slopes of Toi Point. The physiognomies of 

the these groves are splendid， they are protected as national monuments. But it is 

regretable that the undergrowth is seminatural. The following only one belt was 

analyzed. 
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Number of Belt Sociation 

[5. a] (Cycα8 revoluta forest) 

Number of 
Fig. PhotοTab. 

14 15 32. 33. 34 

6. Magaya National Forest (Fig. 15; Tab. 35) 

The Magaya National Forest dominated by Cinnamomum Cam"ρhora has been 

protected by the Kushima Local Forest Office. 1t is not yet decided whether it is 

natural or artificial. The undergrowth is seminatural and disturbed by human 

activity. The following only one belt was analyzed. 

Number of Belt Sociation 
Number of 

Fig. PhotοTab. 

[6. a] (Cinnamom叫mCamphora fore叫 16 20 36. 37. 38 

7. Aoshima (Fig.17) 

Aoshima (Blue 1slet) once consisted of a small islet， but now it forms a point of 

the East Coast of Kyushu connected by a sand bar. It is a famous place in Kyushu 

for its characteristic vegetation. It is mainly dominated by Livistona subglobosa. 

Many botainists have visited the place and the results of their researches have been 

侃 casionallypublished. Among them， the scientific reports of investigations issued by 

Miyazaki University in 1954 is representative. 1n this islet the c1imax community 

of Livistona subglobosa was analyzed. It is characterized by the very sparse or 

lack of plant-covering undergrowth owing to the luxuriant canopy. 

Numbel" of Belt so巴iation
[7. a] Livisto四αsubglobosαSoc. ー

Number of 
Fig. Photo. Tab. 

18 21 39. 40. 41 

8. Mt. Kirishima (Fig. 19; Tab. 42) 

Mt. Kirishima is one of the representative places for a fine natural forest in 

Japan. It is located in the northeastern part of Kagoshima Prefecture. The needle-

leaved forests are characterized by fine trees such as Abies firma， Tsuga Sieboldi， 

Pinus densiflora etc. Analysis was made of Abies firma-Tsuga Sieboldii forests in 

the southwestern slope of Mt. Kirishima of which the forests floors are dominated 

by the moss. But the moss does not render not so remarkable physiognomy as that 

in the northern Japan. The following transects were selected. 

Numbel" of 
Numbel" of Belt Sociation Fig. Photo. Tab. 

Abi6そfirm;α・.Tsugαsi功。ldii-Gleyerα43.44. 45， 46. 47， 
[8. a] も営側a-抑制仰仰 my伽 eα・ 20 22， 23必， 49 
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Notes on climate 

Temperature (1921-1950) 

Lθ巴alities
I E 直 lV V vl vn 咽 区 X xl XIl 

Anual 
(C勺) mean 

Kagoshima 6.4 7.4 10.2 15.0 19.0 22.5 26.7 27.1 24.2 18.7 13.6 3.7 16.6 

Miyazaki 6.7 7.6 10.7 15.2 19.1 22.4 26.4 26.8 23.8 18.3 13.5 9.6 16.6 

Minimum temperature (1921-1950) 

Iρ巴alities
I 江 1[[ lV V vl vn 四 IX X X1 XIl Anual (OC) ロlean

Kagoshima 1.4 22 4.9 9.5 14.1 18.6 23.0 23.3 20.0 13.5 8.1 3.4 11.8 

Miyazaki 1.4 2.4 5.5 10.2 14.6 18.8 23.1 23.4 20.1 13.6 8.3 3.6 12・1

Precipitation (1921-1950) 

Localities 
I E E lV V vl vn 珊 IX X X1 XIl Anual (mm) mean 

Kagoshima 63 108 147 197 216 393 8怨 盟4 205 121 88 86 2171 

Miyazaki 50 104 158 210 249 380 338 337 298 226 107 70 2526 

Frost 

Lo巴alities First day Last day 

Kagoshima X. 20， 1926 lV. 22， 1929 

Miyazaki X. 22， 1888 V. 2， 1894 

Situation 

Localities Longitude Latitude Elevation Height 

Kagoshima 1却。33' 31034' 5.4m 

Miyazaki 131C25' 31055' 8.3m 



Plate 1. 

メ ヒノレギの 純叢 (気入)

Photo 1. Pure forest of K，日ndeγ句 C刷 del.Kiire. Nov. 12， 1955 

f、

メ ヒノレギの 殖民 (気入)

Photo 2. Pioneer of Kαndeli，αCαndel. Kiire. Nov. 12， 1955 



ワ

イスノ キ ヒサカキーホノ ハカ ブワラビMllf;&[2. a] (向山国初林)

Photo 3. D白tyli1!'"γα'，cem，08'u.m，-EU，1'Yαjnponicα-Rnnwhγα 

α?・時的tα Soc.12. a] Koyama. Nov. 14. 1955 

Plate 2. 

イスノキ ヒサカキーホノパ カブワラビ法llf;'11[2. b] (日山国有林)

Photo 4. D時lylutntγαcemosum，-E'制 Uαja.ponicαR1trnohγα
αγおtαtαSoc.[2. b] Koyama. Nov. 14， 1955 



勺

Plate 3. 

ヒノキング (;:WII司千TH) オオ パノハチジ司，)νグ (r:il.L1同干i林)

PholO 5. Aspleni削 npγolongαtum，. Photo 6. Pteris 'inαequαUs var αeqnαtα. 
Koyama. Nov. 14， 1955 Koyama. Nov. 14， 1955 

倒木上の ヒモラ ン (日山悶有林)

Photo 7. Lycopodium Sieboldi"包.Koyama. Nov. 14， 1955 Photo 8. Lysio匁otnspαUC'J，〆ο1"us.Koyama. Nov. 14， 1955 



，、

Plate 4. 

ビロウ林の林緑 (志布志ビロウ山)

Photo 9. Margin of L白川stona8 ubglobo.，αforest. Biro-jima. Nov. 15. 1955 

ビロウの根部 (ビロウ島)

Photo 10. Roots of L叫昭tona
subglobo8α. Biro-jima. 
Nov. 15， 1955 

キイレツテトリモテ (ビロウ林内)

Photo 11. Bαtαnoph01αtobi，.αcolα 
under the Liv白tonα8ubglobo8u
forest. Biro-jima. Nov. 15， 1955 



わ

Plate 5. 

"1 

ノテ Yとビロウ (内之浦火崎)

Photo 12. Cycα8 ，.evollltαand I.A'l叩lonα8ubg!obοsα.Hosaki. Nov. 16， 1955 

1テツ林 [4.a] (火岬)

Photo 13. Cycαsγevolulαforest. 

[4. a] Hosaki. Nov. 16， 1955 

ノテツーメダケ基群波 [4.b] (火岬)

Photo 14. Cycαsγevolutα-.1，・'lt'Y1di-
n仰・2α SimoniiSoc. [4. bl Hosaki. 

Nov. 16， 1955 
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Plate 8. 

クス林 (r! ~主)

Photo 20. CinnαmOntU肌 Cα閉 ph01αfo阿武.[6. a] Magaya. Nov. 18， 1955 

L 

ピロウ林 [7.a] (1'JI;)，) 

Photo 21. L即時tonαsubglobo.αforest.[7. a] Aoshima. Nov. 19， 1955 



Plate 9. 

モミ - ';;ガー サカキ ハイノキ-~{f類基群波 [8， a] (霧島山)

Photo 22. Ab白sfirmα-Tsugα正，iebold叫ーCleyerαjαponicα-Symplocos
myγtαceαSOC， [8， a] Mt. Kirishima. Nov， 20. 1955 

サカキの屈 [8，a] (務島山)

Photo 23. The layer of Cle百eraJαpOn1Cα， [8. a] 

Mt. Kirishima， Nov， 20. 1955 



モ ミーサカキーハイノキ 砕類基群議 [8.b] (湯島山)

Photo 24. Abie. .firmry，'Cley凹・αjα~p[)ntCα-S1fmplocos刑伊tαceα

Soc. [8. b] Mt. Kirishima. Nov. 27， 1955 

ツガーサカキーハイノキー鮮類基群波 [8.c] (誘白山)

Photo 25. Tsugα 五iiedo~dii-Cle1fe，.αjαponicαーSyrnplocos 刑1frtαceα

Soc. [8. c] Mt. Kirishima. Nov. 20， 1955 

Plate 10. 


